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　平成 13 年から 14 年にかけて九州大学の北山修が行な
った臨床関係者，医師 39 名，心理療法士 61 名，看護師













T － S － T，T － D － T，T － S － D － T が基本であり，
T は S，D に，S は D，T に，D は T に進み，D － S の
進行はなく，すべての曲は D － T の終止である．≪イ
マジン≫を見てみよう．地球上から絶えない紛争の現実
に，国境のない，争いのない平和な世界を想像してみよ
うとよびかけている．ビートルズは T － S の反復を多
用し，最も伝えたいところの「世界は一つになろう」に
あたるところは，古典では禁則の D － S を用いている．
第２位の≪レット・イット・ビー≫を見よう．４小節構
造の２回の終止を S － T（変格終止）と D － S を行い，
歌詞の let it be では，毎回 S をあてている．≪ヘイジ
ュード≫では，第２節にあたる５小節では S で開始し，
fade out していく ending では下属調「サブドミナント」
に転じる．26 位の≪イエスタデイ≫では，S － T の終
止形をつくり，後半部の２度の上行旋律に対する和声も
D － S 進行で独特の響きは惹きつけられるところであ
る．第 12 位の≪上を向いて歩こう≫の前半部は S － T
で終止し第２部は下属調への転調である．D には導音が
含まれ，T に進まなければならない縛りがあり，これに



























れ 1a が 31～71，1b が 72～83，第２部の 2a が84～111 
で 2b が 112～121であり，終結部の a が 122 ～131，b が 
132～141である．





















Fl. が自由挿句Ⅰを， 51 でＧ7 を築く．減３和音を背景
に53で主題Ⅲを Hrn. が反復する．59から Ob. が自由挿






ントの Ces 上で奏し，第Ⅰ部 1b に入る．h-cis-d-e-fis-gis
の６音列のロ短調旋律短音階が83まで続く．72 73では
Ob.Fl. が主題Ⅱを短３度移高した５音音階の下行音型を





















b-a-as と半音ずつ下がる一方 Vn. の旋律線は長３度の下
声部を伴って半音ずつ上昇し，途中に 6/8 拍子は突風で
波を粉砕し，大きなうねりの層は112で pp. に落ち着く．
Cor angl. と Tp. が主題Ⅰで，泡しぶきが濡れた岩を落
下する瞬間を捉え，Tuba の as と Timp. の b の長２度
が海鳴りを轟かせ，114で ges と b の長３度の ppp で鎮
静するが，Fag. と Hrn. が ges-as-b-c-d の全音の５音型
で沸き立つ．この楽章で最も魅力のある和声が２か所あ
る．一つが119で es 音上の属９から a 音上の属９の交替
で，この es 対 a もサブドミナントの関係であり，122の
結尾部は，第３音 cis を des と異名同音的転調し♭５の
変ニ長調の調号であるが，実際に鳴っているのは as 音
上の属９でありこのベースの a から as における構成音
の関係がサブドミナントである．132から終結部 b に入
り，大海原を目前に拡げる．♭５でありながら変ト長調












































































Profondément calme (Dans une brume doucement sonore)
(sans nuances) 


























































































































































































































































































見当識 身体機能 回想法 リズム知覚 情緒安定 自己実現
現行 唱歌 童謡 唱歌 童謡 童謡・歌謡曲 歌謡曲
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